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平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催 

県
連
協
会
長
と
し
て
の
抱
負 

 
 
 
 
 
 
 

玉
岡 

福
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平
成
29
年
度
の
総
会
に
於
い
て
、
県
連
協
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

歴
代
会
長
の
よ
う
な
カ

リ
ス
マ
性
や
貫
禄
も
な

い
私
に
務
ま
る
か
ど
う

か
不
安
で
す
が
、
川
越

学
園
に
入
学
し
た
時
か

ら
心
が
け
て
い
る
事
を

想
い
出
し
、
原
点
に
帰

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
れ
は
「
見
つ
め
よ
う
、
自
分
の
中
の
可
能
性
！
」 

心
が
意
識
を
つ
く
り
、
意
識
が
態
度
を
決
め
る
。 

 

態
度
が
行
動
を
決
め
、
行
動
が
習
慣
を
決
め
る
。 

 

習
慣
が
運
命
を
決
め
、
運
命
が
人
生
を
決
め
る
。 

心
の
持
ち
方
ひ
と
つ
で
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
の

だ
と
。
県
連
協
は
各
連
協
の
運
命
共
同
体
で
あ
り
、

欧
州
で
の
Ｅ
Ｕ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
。
立
場
も
対
等

（
フ
ラ
ッ
ト
）
で
あ
っ
て
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
、
共
通
の
問
題
点
や
課
題
を
解
決
し
て
行
き
、

楽
し
く
明
る
い
暮
ら
し
を
続
け
て
行
き
た
い
と
願

う
人
達
の
集
ま
り
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

そ
の
こ
と
を
実
践
す
る
た
め
に
も
調
和
と
協
調

が
大
切
で
は
な
い
か
と
。 

 

福
井
県
の
永
平
寺
の
台
所
に
２
メ
ー
ト
ル
近
い

大
き
な
擂
粉
木
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
側
に
短
冊

が
添
え
て
あ
っ
て
「
身
を
け
ず
り 

人
に
つ
く
さ
ん 

す
り
こ
ぎ
の 

そ
の
味
知
れ
る 

人
ぞ
尊
し
」
と
書

か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
以
来
、
私
は
こ
の
言
葉
を
大

切
に
し
、
自
ら
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
、
仕
事
に
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
精
神
で
県
連
協
会
長
と
し
て
全
身
全
霊
を

持
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
。 

会
員
数
の
減
少
に
悩
む
各
連
協
の
方
々
、
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
会
員
の
声
な
き
声
に
も
耳
を
傾
け
、

よ
り
充
実
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
明
る
く
、
楽
し
く

暮
ら
し
続
け
た
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

    
 

平
成
29
年
度
県
連
協 

◇
役 

員 

会 

長  
 
 

玉
岡 

福
彦 

（
川
越
） 

副
会
長 

 
 
 

東
山 

 

博 

（
川
越
） 

副
会
長  

 
 

宮
崎 

健
一 

（
久
喜
） 

副
会
長 

 
 

 

中
島 

武
久  

（
熊
谷
） 

副
会
長  

 
 

水
野 

宏
二 

（
入
間
） 

理  

事  
 
 

金
子 

和
生 

（
浦
和
） 

〃      
 

倉
兼  
敏
昭  

（
浦
和
） 

   

〃      
 

佐
藤  
健
一 

（
熊
谷
） 

〃   
 
 
 

松
村 

昌
男 
（
川
越
） 

理 

事  
  

高
橋 

善
夫  

（
久
喜
） 

 

〃   
 
 

萩
原 

正
信  

（
蕨
） 

〃 
 
 
 

星
野 

榮
司  

（
蕨
） 

  

〃   
 
 

青
木 

明
雄  

（
東
松
山
） 

  

〃   
 
 

原
嶋  

康
夫  

（
東
松
山
） 

 

〃   
 
 

森    

裕    

（
伊
奈
） 

 

〃   
 
 

笠  
 

茂
男  

（
伊
奈
） 

 

〃   
 
 

鷹
取 

弘
資 

（
春
日
部
） 

〃   
 
 

大
串 

正
道  

（
春
日
部
） 

 

〃   
 
 

足
立 

 

弘 

（
入
間
） 

  

〃   
 
 

蒲
田 

秀
男  

（
和
光
） 

 

〃   
 
 

山
崎 

昭
子  

（
和
光
） 

会 

計 
 
  

稲
葉 

賢
治  

（
入
間
） 

 
 

〃   
 
 

榎
本 

靖
二  

（
浦
和
） 

監 
 

事 
 
  

栗
原 

昭
男  

（
伊
奈
） 

  

〃 
 
 
 

秋
森 

佑
一 

（
春
日
部
） 

 

◇
理
事
会
開
催
日 

第
１
回       

６
月
２３
日 

(

金) 

第
２
回 

    

９
月
１５
日 

(

金) 

第
３
回 

    

１２
月
８
日 

(

金) 

第
４
回 

    

２
月
９ 

日 
(

金) 

第
５
回 

    

４
月
２７
日 

(

金) 

◇
事
業
計
画 

①
第
１
回
公
開
学
習  

７
月
１２
日(

水
）
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

②
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

１０
月
６
日
（
金
）
蓮
田
市
民
体
育
館 

 

（
パ
ル
シ
ー
）
ﾙｼー 

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

１０
月
２５
日
（
水
）
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ 

文
化
公
園 

く
ま
が
や
ド
ー
ム 

④
第
６
回 

芸
能
祭 

 

３
月
７
日
（
水
） 

 
 

川
越
市 

や
ま
ぶ
き
会
館 

⑤
広
報
誌 

 

県
連
協
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

６
月
末
発
行 

会
報
46
号 

平
成
30
年
３
月
末
発
行 
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浦
和
連
協 

四
〇
周
年
も
無
事
終
了 

 

今
年
度
は
新
た
な
門
出
と
な
り
ま

す
。
会
員
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
散
策
、
学
習
会
・
ク
ラ
ブ
活

動
交
流
会
、
文
化
祭
を
三
本
柱
と
し

て
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
も
ら

え
る
よ
う
内
容
を
充
実
さ
せ
て
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

浦
和
連
協
事
業
計
画 

○
六
月
七
日
（
水
） 

 
 

ゆ
り
園
・
狭
山
湖
散
策 

○
九
月
六
日
（
水
） 

 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

○
十
月
一
日
（
日
） 

 
 

赤
い
羽
根
街
頭
募
金 

○
十
一
月
九
日
（
木
） 

 

学
習
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
交
流
会 

○
二
月
七
日
（
水)

～
九
日
（
金
） 

 
 

第
十
一
回 

文
化
祭 

○
随
時
こ
の
他
、
各
期
主
催
の
交 

流
学
習
会
の
実
施
。 

熊
谷
連
協 

 

本
年
度
は
、
一
般
課
程
１
期
、
専

攻
課
程
２
期
合
計
３
期
の
会
員
126
名

を
迎
え
、
期
の
総
数
は
27
期
、
会
員

数
は
1,431
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
も
「
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
恒
例

の
三
大
事
業
「
学
習
会
」
、「
文
化
祭
」

そ
れ
に
「
芸
能
祭
」
を
国
宝
「
聖
天

様
」（
し
ょ
う
で
ん
さ
ま
）
の
あ
る
妻

沼
（
め
ぬ
ま
）
地
区
で
開
催
、
ま
た

熊
連
協
に
は
社
交
ダ
ン
ス
部
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
部
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
が
あ
り
、
各

部
と
も
楽
し
い
行
事
を
、
ま
た
「
熊

谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
」
で
花
壇
管

理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
く
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

・
学
習
会 

9
月
11
日
（
月
） 

・
文
化
祭 

11
月
16
日
（
木
） 

 
 
 
 
  
  
  

 

～
19
日
（
日
） 

・
芸
能
祭
2
月
17
日
（
土
）。「
熊
連

協
は
不
滅
」
で
す
。
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

川
越
連
協 

 

 

昨
年
以
上
に
調
和
と
協
調
を
重
視
、

会
員
一
人
ひ
と
り
の
意
見
や
考
え
を

聞
き
、
理
事
会
に
於
い
て
も
本
音
で

語
り
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

す
。
会
員
の
声
は
謙
虚
に
受
け
と
め
、

各
期
の
抱
え
る
諸
問
題
や
共
通
の
課

題
を
真
摯
に
議
論
し
た
う
え
で
，
そ

の
こ
と
が
会
員
の
一
人
ひ
と
り
に
見

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

諸
先
輩
が
築
き
あ
げ
て
い
た
だ
い

た
風
通
し
の
良
さ
を
継
続
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。 

川
越
連
協
事
業
計
画 

○
６
月
２２
日
（
木
） 

川
連
協
創
立

４
０
周
年
記
念
の
つ
ど
い 

○
９
月
２２
日
（
金
） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

○
１１
月
１０
日
（
金
）
～
１５
日
（
水
） 

 

文
化
祭 

○
１２
月
１
日(

金) 

 
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

○
１
月
１６
日
（
火
） 

 

初
詣
日
帰
り
バ
ス
旅
行 

久
喜
連
協 

 

 
 

平
成
29
年
度
は
３９
期
８８
名
が
新
平

成
２９
年
度
よ
り
久
喜
連
協
に
名
称
を

変
更
し
新
た
な
気
持
ち
で
校
友
会
の
ス

タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。 

２９
年
度
は
４０
期
８４
名
が
新
規
加
入

し
総
会
員
数
７８２
名
で
２５
期
か
ら
４０

期
で
運
営
し
ま
す
。 

連
協
で
今
年
か
ら
募
金
活
動
を
行
う

会
員
減
少
の
中
魅
力
あ
る
校
友
会
に 

し
、
一
層
各
期
の
交
流
・
親
睦
を
深 

め
健
康
で
い
き
が
い
の
有
る
校
友
会 

を
め
ざ
し
ま
す
。 

 
 
 

久
喜
連
協
事
業
計
画 

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

９
月
８
日 

場
所
未
定 

〇
月
例
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ 

毎
月
第
２
土
曜
日 

場
所 

西
コ
ミ
・
他 

〇
合
同
文
化
祭 

 

１１
月
予
定 

場
所 

栗
橋
文
化
会
館 

〇
公
開
学
習
会 

平
成
３
０
年
２
月
予
定 

 

場
所
未
定 
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蕨
連
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

今
年
の
春
先
は
、
寒
暖
の
差
が
激 

し
く
、
思
っ
た
よ
り
桜
の
花
が
長
く 

咲
き
続
け
、
長
く
楽
し
む
こ
と
が
出 

来
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

さ
て
蕨
連
絡
協
議
会
は
特
別
イ
ベ

ン
ト
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
２８
年
１２
月
か
ら
の
開
催
場
所

の
決
定
に
始
ま
り
、
２６
期
、
２７
期
が

中
心
に
な
り
、
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
き
始
め
ま
し
た
。 

例
年
特
別
イ
ベ
ン
ト
は
通
常
７
月
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
蕨
市
民

会
館
の
都
合
で
６
月
下
旬
に
決
定
し

ま
し
た
。
現
在
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
が

決
定
し
、
広
報
活
動
を
優
先
し
て
活

動
し
、
観
客
動
員
数
の
確
保
に
向
け

頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
等
行
事

は
、
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
蕨
各
期
会

長
の
協
力
を
得
て
蕨
連
協
の
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

萩 

原 

正 

信 

 

東
松
山
連
協 

 
 

 

活
動
方
針
・
抱
負 

 

今
年
も
大
幅
な
会
員
減
少
と
な
り

ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
、
期
を
超

え
て
、
全
員
の
顔
が
見
え
る
集
団
と

な
り
ま
し
た
。
当
番
制
の
運
営
で
は

な
く
、
や
り
た
い
こ
と
を
楽
し
く
や

れ
る
運
営
体
制
に
変
え
ま
し
た
。
新

規
入
会
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ

れ
ば
と
考
え
た
運
営
体
制
で
す
。
今

年
も
、
東
松
山
学
園
の
伝
統
的
な
芸

能
と
文
化
を
楽
し
め
る
一
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
事
業
と
し
て
は
、

日
ご
ろ
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て

の
文
化
祭
と
芸
能
祭
の
他
、
会
員
相

互
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
来
年
は
、

東
松
山
嵐
山
学
園
の
皆
さ
ん
の
入
会

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

事
業
計
画 

〇
文
化
祭 

 

9
月
下
旬 

〇
交
流
事
業 

10
月
下
旬
頃 

〇
芸
能
祭 

 

2
月
上
旬 

 

 
 

伊
奈
連
協 

防
災
を
考
え
る
と
き
・
・
・ 

「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動 

  

地
震
の
起
き
る
可
能
性
、
そ
れ
は

「
モ
シ
モ
」
で
は
な
く
「
イ
ツ
モ
」

あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
特
別
な
こ

と
を
す
る
の
で
は
な
く
「
イ
ツ
モ
」

の
生
活
の
中
の
一
部
と
し
て
地
震
に

備
え
る
。 

 

正
解
を
求
め
る
の
で
は
な
く
成
解

を
創
り
だ
す
。
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
話
し
合
っ
て
町
な
り
の
応
え
を
導

き
出
す
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

 

挨
拶
を
し
て
い
ま
す
か
。
日
頃
か

ら
隣
近
所
が
挨
拶
を
交
わ
し
、
仲
良

く
声
掛
け
合
い
の
暮
ら
し
を
す
る
。 

ど
ん
な
知
識
よ
り
も
大
き
な
「
防
災

力
」
と
な
り
ま
す
。 

倒
壊
せ
ず
脱
出
が
可
能
な
家
に
し

て
お
く
、
町
が
安
全
で
あ
る
こ
と
は

地
震
多
発
国
日
本
の
場
合
、
地
震
を

前
提
に
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
よ
り

住
み
や
す
い
都
市
を
創
る
こ
と
に
も

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
伊
奈
連
協 

矢
島 

記
） 

春
日
部
連
協 

 
 

春
連
協
２９
年
度
は
、
一
般
課
程
２２

期
専
攻
課
程
２
期
の
新
加
入
会
員
を

迎
え
て

１１７７
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 
 

卒
業
し
て
校
友
会
に
入
れ
て
頂
い

た
結
果
、
大
変
多
く
の
同
期
生
、
先

輩
・
後
輩
に
恵
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

各
行
事
を
通
じ
て
他
校
と
の
交
流
も

経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
色
々
な

活
動
参
加
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
が
、

一
般
の
方
よ
り
、
校
友
会
員
の
方
が
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
私
は
、

そ
う
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
共
楽
」
共
に
楽
し
む
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
が
、
自
分
の
健
康
寿
命

を
延
ば
し
て
い
る
と
感
じ
る
事
が
で

き
れ
ば
、
少
し
く
ら
い
の
分
担
作
業

「
共
助
」
は
、
進
ん
で
や
り
た
い
と
思

っ
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
為
に
は
、

「
共
楽
」
が
、
継
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
校
友
会
の
魅
力
も
、
も
っ

と
増
す
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

（
春
連
協 

 

鷹
取 

弘
資
） 
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入
間
連
協 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

入
間
連
協
は
第
9
期
生
を
迎
え
総

勢
447
名
と
な
り
ま
し
た
。 

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」 

を
会
員
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
会
員
そ

れ
ぞ
れ
、
各
期
校
友
会
事
業
・
ク
ラ

ブ
活
動
・
入
間
連
協
事
業
を
通
じ
た

仲
間
づ
く
り
の
場
、
よ
り
よ
い
活
動

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

入
間
連
協
事
業
計
画 

〇
５
月 

定
期
総
会 

〇
６
月 

第
１
回
理
事
会 

〇
９
月 

第
２
回
理
事
会 

 
 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

〇
11
月 

文
化
祭 

〇
12
月 

第
３
回
理
事
会 

〇
２
月 

第
４
回
理
事
会 

 
 
 
 

学
習
会 

 

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
文
化
祭 

開
催
時
に
古
切
手
等
を
回
収
し
施
設 

に
寄
付
を
予
定
。 

 

入
間
連
協 

水
野 

宏
二 

和
光
学
園
第
一
期
校
友
会 

満
足
度
高
い
校
友
会
を 

目
指
し
て
！ 

昨
年
和
光
学
園
が
開
校
し
、
今
年

四
月
に
「
「
和
光
学
園
第
一
期
校
友
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
校
友
会
員
数
は

五
十
一
名
（
加
入
率
七
十
九
％
）
。
和

光
学
園
連
協
は
来
年
か
ら
と
な
り
ま

す
。
第
一
期
校
友
会
員
相
互
の
絆
を

強
め
、
満
足
度
を
上
げ
る
べ
く
次
の

四
本
柱
を
ベ
ー
ス
に
事
業
計
画
を
現

在
検
討
中
で
す
。
⑴ 

学
習
会
、
⑵ 

屋

外
イ
ベ
ン
ト
，
⑶ 

見
学
会
、
⑷
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
。 

具
体
化
の
段
階
で
四
本
柱
が
全
て

実
現
出
来
る
か
？
不
明
で
す
が
、
来

年
以
降
の
和
光
学
園
連
協
の
礎
と
な

る
よ
う
理
事
全
員
で
知
恵
を
絞
っ
て
、

楽
し
い
校
友
会
！
加
入
し
て
良
か
っ

た
校
友
会
！
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
校
友
会
と
し
て
誕
生
し
た
ば

か
り
で
、
手
探
り
の
状
況
で
す
。
他

学
園
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 蒲

田
秀
男 

                           

                          

平成２8 年度決算の概要 

収入額         947,395 円 

内訳 

会費          689,900 円 

① 雑収入           5 円 

② 前期繰越      257,490 円 

 

支出額         771,544 円 

内訳 

① 事業費 614,337 円 

② 事業協力費 91,728 円 

③ 事務局費 45,440 円 

④ 傷害保険料 20,039 円 

⑤ 予備費          0 円 

 

平成２9 年度予算の概要 

収入額        810,654 円 

内訳 

① 会費 634,800 円 

② 雑収入 3 円 

③ 前期繰越 175,851 円 

 

支出額         810,654 円 

内訳 

① 事業費 613,000 円 

② 事業協力費 80,000 円 

③ 事務局費 45,000 円 

④ 傷害保険料 22,000 円 

⑤ 予備費       50,654 円 

 

◇県連協事業部会・委員会（大会等の打合わせ） 

 ①社会活動部 委員会    7 月 19 日（水） 

 ②社交ダンスの集い 部会  7 月 14 日（金）  

 ③グラウンド・ゴルフ部会  7 月 21 日（金） 

 ④広報部会         7 月 25 日 (火) 

 ④芸能祭部会        7 月 28 日（金） 

（打ち合わせ会場は県民活動総合センター） 

◇事業 

（1）社交ダンスの集い  担当：伊奈・東松山連協  

   蓮田市民体育館(パルシー）  10 月 6 日（金） 

（2）ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ交歓大会  担当：蕨・伊奈連協 

  熊谷スポーツ文化公園くまがやドーム 10 月 25 日（水） 

（3）第 6 回 芸能祭    担当：熊谷・川越連協 

   川越市 やまぶき会館      3 月 7 日（水） 

（4）第 1 回 公開学習（公財）いきいき埼玉 

  大宮ソニックシティ 大ホール   7 月 12 日（水） 

 卒業生による社会貢献参加活動事例発表と講演 

●入間学園 7 期生及び東松山学園 29 期生 

●講演 元 NHK ｱﾅｳﾝｻｰ ：広瀬久美子氏 

（5）「県連協ニュース」Ｈ29 年 6末 担当 熊連協 

「県連協会報 46号」Ｈ30年 3末 〃  〃 
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◇
い
き
い
き
埼
玉
事
業 

 
 ①

高
齢
者
創
作
展 

 
 
 

９
月
２９
日(

金) 

〜
１０
月
２
日(

月)

午
前 

 
 
 
 

さ
い
た
ま
市
プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス 

②
彩
の
国
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
バ
ル 

 
 
 

１０
月
２２
日(

日) 

 
 
 
 

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー 

③
第
２
回
公
開
学
習
会 

 
 
 

１２
月
２０
日(

水) 

 
 
 
 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

 
 
 
 

大
ホ
ー
ル 

      

 

◇
編
集
後
記
◇ 

こ
の 

県
連
協
ニ
ュ
ー
ス
の

編
集
に
あ
た
り
、
各
連
協
の
会
長

及
び
広
報
部
担
当
の
方
々
に
ご

協
力
を
頂
き
、
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
各
学
園
の
事
業
計

画
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
活
発
な

活
動
状
況
を
会
員
の
皆
さ
ま
に

ご
案
内
出
来
た
事
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

平
成
29
年 

6
月 

 

作
成
幹
事 

い
き
が
い
大
学
熊
谷
学
園 

校
友
会
連
絡
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
部 

公益財団法人いきいき埼玉からのお知らせ 

 

●彩の国いきがい大学聴講生募集！ 

 いきがい大学の一部を開放し、体験いただく聴講生を募集します。聴講生になると、

平成３０年度のいきがい大学の一般課程に優先的に入学することができます。ぜひ、ご

家族やご友人にご案内ください。 

記 

①会場：熊谷・川越・春日部・入間学園 

②日程：８月～１２月のうちの３日間 

③受講料：２，０００円 

④申込み：所定の申込書にてお申込みください。（８月４日必着） 

 

※詳しくは下記までお問合せください。 

問合せ：高齢者いきがい支援担当 

電話：048-728-7951(土日祝を除く 9:00～17:00） 

http://www.ikg-saitama.jp 

 


